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第４節 行財政改革推進課 

 

   〔総括概要〕 

 

    行財政改革推進課の主な分掌事務は、行財政改革、指定管理者制度、公共施設の

集約化及び再配置等について、庁内の調整を図る業務である。 

    行財政改革については、令和4年度に策定した第3次行政改革大綱・財政自立計画

に基づき、実施計画の進捗管理に努め、行財政の健全化に向けた取組みを行った。 

    指定管理者制度については、栃木市大平健康福祉センター、道の駅みかも、大平

運動公園の指定管理者の指定に当たり、栃木市指定管理者選定委員会に諮問し、候

補者（案）の選定を行った。また、全ての制度導入施設について管理状況評価を行

った。 

公共施設の再編については、公共施設のあり方ガイドラインにおいて、30 年間で

延床面積を 25％削減する目標を掲げており、目標達成に向けた取組みを行った。  

また、公共施設のあり方等を検討するため設置している、公共施設適正配置計画

推進会議において、取組み内容の確認や進捗管理等を行った。 

令和 5 年度の施設カルテについては、各施設の基本情報、今後の方向性、課題等

を取りまとめ、市ホームページに公表した。 

未利用公共施設の処分等については、旧藤岡第二中学校、都賀地域活動支援セン

ター、こどもサポートセンター等に関して検討を行った。 

 

 行革・施設再編係  

 

１ 行財政改革 

令和4年度に策定した第3次行政改革大綱・財政自立計画に基づき、実施計画の進捗

管理に努めた。 

なお、栃木市市民会議が次のとおり開催され、行政改革大綱・財政自立計画に対す

る意見書が提出された。 

・総合計画部会 7月31日（水）、8月1日（木）、8月8日（木） 

・全体会    9月25日（水） 

 

２ 指定管理者制度 

(1) 指定管理者選定委員会の開催 

開催日 内容 

5 月 17 日（金） 管理状況評価 

8 月 20 日（火） 指定管理者選定ヒアリング、候補者（案）の選定 

(2) 選定委員会による管理状況評価（3 次評価）を行った施設 

№ 施設名称 指定管理者名称 評価 

1 栃木市大平地域福祉センター 社会福祉法人栃木市社会福祉協議会 Ａ 
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2 栃木市藤岡地域活動支援センター 社会福祉法人栃木市社会福祉協議会 Ｂ 

3 栃木市都賀地域活動支援センター 社会福祉法人栃木市社会福祉協議会 Ｂ 

4 栃木市北部健康福祉センター 株式会社フクシ・エンタープライズ Ａ 

5 栃木市大平健康福祉センター いすゞビルメンテナンス株式会社 Ｂ 

6 道の駅みかも 
道の駅みかも再生プロジェクトグル

ープ 

Ａ 

※評価はＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの 4 段階評価 

※上記施設以外は、指定管理者による自己評価（第 1 次評価）及び施設所管課によ

る評価（第 2 次評価）を実施 

(3) 公募により選定を行った施設 

№ 施設名称 指定管理者名称 

1 栃木市大平健康福祉センター いすゞビルメンテナンス株式会社 

2 道の駅みかも 株式会社ニックス 

3 大平運動公園 
株式会社エイジェックスポーツマネジメン

ト 

 (4) 公募外により選定を行った施設 

№ 施設名称 指定管理者名称 

1 栃木市大平地域福祉センター 社会福祉法人栃木市社会福祉協議会 

2 栃木市藤岡地域活動支援センター 社会福祉法人栃木市社会福祉協議会 

(5) 公募外（優良管理者更新制度）により選定を行った施設 

№ 施設名称 指定管理者名称 

1 栃木市北部健康福祉センター 株式会社フクシ・エンタープライズ 

 

３ 栃木市公共施設適正配置計画関係 

 (1) 栃木市公共施設適正配置計画推進会議 

   公共施設適正配置計画に定める取組みの実施等について、庁内の合意形成を図るた

めの協議を行った。 

開催日 内容 

10月2日（水） 

・施設カルテについて 

・取組状況等について 

・栃木市公共施設適正配置計画(第2期計画)の策定について 

 (2) 公民館・地区公民館及び支所・出張所の今後のあり方に関する検討会議  

   栃木市公共施設適正配置計画(第2期計画)の策定に向けて開催した。 

開催日 内容 

1月14日(火) 
公民館・地区公民館及び支所・出張所の今後のあり方につい

て 

(3) 藤岡総合支所複合化専門部会 

   藤岡総合支所複合化整備に向け、整備場所、スケジュール、アンケート調査等につ
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いて審議を行った。 

   開催日  10月18日(金) 

 (4) 施設カルテの作成 

   市内の全ての公共施設（684施設）について、利用状況等をとりまとめた施設カル

テを作成し、ホームページで公表した。 

 

４ 未利用公共施設に関する取組状況等 

(1)  旧藤岡第二中学校の活用 

旧藤岡第二中学校の利活用の方向性について、避難所及び文化財倉庫として市が活

用していく方針であることを部屋地域住民に説明した。 

開催日  3月7日（金）、8日（土） 

(2)  都賀総合支所別館（旧都賀図書館）の活用 

 都賀総合支所複合化に伴い、空きスペースとなった1階部分にシルバー人材センタ

ー北部事業所を入居させるため、関係各所との調整、建物の改修を行い、都賀総合

支所別館として使用を開始した。 

(3) その他 

 ・旧大平こどもセンター    → R6解体（行財政改革推進課） 

 ・旧都賀総合支所       → R7解体予定（都賀地域づくり推進課） 

 ・旧都賀公民館        → R7解体予定（都賀地域づくり推進課） 

 ・岩舟総合支所別館      → R6売却 (管財課) 

・旧都賀地域活動支援センター → R7解体予定（障がい福祉課） 

 ・旧西方ふれあいプラザ    → R7解体予定（高齢介護課） 

 ・旧小野寺ふれあい館     → 公売中（管財課） 

 ・旧こどもサポートセンター  → R7公売予定（管財課） 

 ・旧いまいずみ保育園     → R7解体予定（保育課） 

 ・川原田東市営住宅      → R7解体予定（建築住宅課） 

   ・消防団器具置場       → 廃止となった施設を随時解体（消防総務課） 

 

５ 公共施設のＬＥＤ化 

  施設の維持管理費の縮減のため、リース契約による照明器具のＬＥＤ化を進めた。 

  対象施設：西方総合文化体育館、大平総合支所、いわふねフルーツパークセンター、

真名子夢ホール、大平地域福祉センター、大平学校給食センター、都賀学

校給食センター、下野国庁跡資料館、大平みなみ児童館、部屋地区公民館 

 


